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"" フ ァ 

皿 実態調査 

]  調査の目的 

3 年生になり，学校にも・ぼれ ，校内外での 行劫も一段と 活発になり，その 範囲も広くなった。 

学習内容もぐっと 深まり，これからお 世話になる機会が 多くなるたろう 図書館に対する 児屯の 

意識をのそいてみた。 この 冊査 をもとに 児市 の図書 餌 利用に対する 意識の実態を 把握し， これ 

かりの図書館利用指導のあ り万を考える 下 たてとしたひ " 

2  調査の内容 

[.1i 知りた いこ どを知るための 手たて ( 現れ : の問題解決の 仕方 ) 

辺 問題や疑問を 解決するための 凶害 館 の 利 m 状況 

l 。 33) 学校図書館や 市立図書館に 対する ィノーソ 

(41 図書館で利用する 本 ( 読書傾向 ) 

3 調査月日と対象 

・浦添小学校 3 年 3 組 30 名 ( 平成 5 年 5 月 1 引 い 

4  調査の拮 果 

・知りた いとは、 -, たことに対して   本で曲（ 、 る T C5 人 ) も」 るが ・ 22h 人のⅠは 人 」両親， 

先生や兄 姉 ) に聞いている。 

， 知りた いと思、 った時 ， 「凶害 館 の 利 Ⅲ」を思い付く 了は多いか。 あ えて 図 苦節よて出向き 

本を探し ， 調べる子は少ない " り人 ) 

  子どもたちは 本がたくさんあ る図書館が好きであ る。 本を読みたい 時だけでなく ;" ひ よな 

時 ，目的もなく 行く」こともあ る。 ( 市立図書館も 同じ ) 

  市立図書館は 家の近 い 子はよく行っているが ，家の遠い子は「 親 といっしょに ; 「夏休み 

に 行く 所 」とイメージされており「ちょっと 遠い存在」であ る。 

・読書傾向としては 楽しみながら 読むことのできる 物語や昔話が 多い。 虫 や小動物の好きな 

子 か多いわりには 自然科学類の 本があ まり 利 Ⅲされ - ていない     

5  課 題 

Ⅲ 読書の仕方には「楽しみ 読み」と「調べ 読み : かあ るが，児童の 多くは前者の 万法で 図謂 

館を利用している。 今後は，自力で 問題や疑問が 解決できるようにするために「調べ 読み」 

の機会を多く 作り， 図書館の機能性を 理解させる。 

㎝ 調べ学習を通して ，図書館こ白分の 生活や学習が 関わっていることに 気づかせ，問題解決 

の一万法として 図書館を効率的に 活用する技能を 身につけることができるようにする。 

㈹ 調べ学習を通して ，わかるよろこび ，発見するよろこ ひ を味わわせ，わかったことをみん 

なに知らせることができるようにするとともに ，これからの 学習や生活の 中の問題解決 @c 対 

して意欲を持たせるようにする。 
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Ⅳ 研究内容 

Ⅰ 図書館の利 m 指導の意義 

図書館の利用指導のねら い と主体的な学習態度および 問題解決能力の 育成の関係は 次のよ う 

@C 表すことができる。   文部省が学習指導要領の 解説とし 

      図書館利用指導のねらい       て 発行している 各教科・領域ごとの 

                  '" く               
「小学校指導書」の 中の「特別活動 

  編 」によると， 「学級指導」の 中に 

望 
" 士 
叢亡 位置づけられた「学校図書館の 利 T 

ま 圭目 

し 習 
と 指導」のねら ぃ は「望ましい 学習 

        主体的に             慣 態度と読書習慣を 身につけさせるこ 
学 身 を 

と 」であ る。     「望ましい学習態度」とは ， 「 子 

ホ｜ 

  どもが主体的に 学習しょうとする 態 

  
」 - 一   度 のことであ り， 「主体的な学習」 

とは「子ども 自らが課題意識をもち   図書館を利用する 
問題解決のために 調査研究をすすめ ， 

        わかるよろこび       
それを達成しようとする 学習」であ 

士 

る 。 

      山力で問題を 解決する 刀         知識・技能・ 態度 
そこで，調査研究をスムーズに す   るために図書館を 利用するのに 必要 

な 基礎的な知識・ 技能・態度を 育て 

ることが必要となってくる。 

社会の変化がめるやかで 科学，技術の 進歩もそんなに 急激でなかった 時代では，学校教育に 

よって詰め込まれた 知識で   l   分社会に対応することができた。 また，それによってわが 国の産 

Ⅰ。 " 業や文化を急速に 発展させることもできた。 しかし，めざましい 科学技術の進歩 や ，経済の発 

展 をきたした現在の 社会では学校教育で 得た知識だけではもはや 対応できなくなっている。 こ 

ねからの社会に 生きていくためには ，人々は常に 新しい知識や 技術を習得し ，主体的な情報選 

択 能フ ] を持つことが 迫られている。 

そして 今 ，人々が社会に 適応していくために 持たなければならない 能力は，自分の 手で問題 

を解決できる 力であ る。 これからの学校教育では ，人々の生涯にわたる 問題解決能力の 基礎を 

  養成ずることが 急務であ ろう。 これまでのように 知識を詰め込むことを 主とする教育だけでは ， 

    未来に生きる 子どもを育てることはできないからであ る。 

ところで，これまでに 得た基礎的な 知識・技能 ( 文字を読むこと ，書くこと，文章を 作るこ 

と ，計算すること・ 社会や自然に 対して認識を 深めること ) を問題解決に 生かしていくために 

はどうすればよいのだろうか。 

最も多く用いられる 問題解決の方法として ，いろいろな 資料を利用する 方法があ るが，その 
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場合，図書や・その 他の資料を収集し ，整理し，保管し ，情報センターとしての 役割を果たす 

学校図書館を 利用することは 効率的であ る " また，利用指導はこれらの 資料の利用の 仕方を指 

導 すること， c よって情報を 使いこなす力を 育てようとするものなので ，図書館の利Ⅲを 通して 

子ども白身 か 資料を収集したり 貸料を作ったり・ 資料を伝達するなどの 作業を繰り返し 行 なう 

中で，資料活用能力が 育ち ， 白ら 学ふ 意志，態度，能力が 培われるものと 思われる。 

これらは問題解決 能 フ 1 の基礎的な力となるものであ り， 「学び方」を 半ばせる指導の 一環であ 

るということができる。 

このように :-   宇 ひ万 」を習得した 児竜 ( 白刀で問題を 解決をする力を 身， 亡 つけた 児竜 ) は ， 

わかる 島び ，発見の楽しさを 味わいキ体的に 学ぶ態度か増長されるものと 思われる， 

""/ 

2  問題解決の方法 

問題解決のために ，図書館資料を 利用して調査研究をすすめる 時   子どもに必要な カ とし・   こ 

指導しなけれはなられ ぃ 事項を作業の 流れにそⅠておさえてみた。 

    留 意         必要な技能 
        

l 調査研究の引両 を ・調べる日的をはっきりさせる   

。 た - こ ろ   ( 何のために，とんなことを ) 

  
  

Ⅱ l 

  ・調へる方法を 考える， ・資料の特・ 性を知る 

  ・調べたことのまとめかたをきめる ・資料の構成を 知る 

・発表のしかたをきめる。 ・資料の利用の 仕方 
  

  ・役割分担をきめる。     
    

・資料リストを 作る 0 ・分 類 

・請求記号と 配架 
      

確に探し出す。 

  資料から必要な 記 ・必要な記事をできるだけ 早 ・ く ， 正 ・ ロ 次，索引の使 い万 

・まえがき，あ とかき， 解 

説の利用法 

  ・しおりの活用   
・調査研究を 効果的にすすめるため・・ノートの 使 い方 

に 記録の仕方を 工夫する。     ・記録 ヵ一トの Ⅰ 吏ぃカ 
  

    

  

丁 l5 l ・・   

    
める 億 

  

㌔ 
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T 
  

  

発表する 
6 

・不必要な部分や ，理解できないこ 

とまで丸写しないこと。 

    

      ・だれにでもわかりやすいように 工   ・ 表 ， 図 ，視聴覚機器の 利 

  失 する。 
    用の仕方 

  

⑨ この手順は児童用に 書き直して調べ 学習 ( 新聞っくり ) の時に利用し・ 仕事の進み具合 い 

かわかるように チェソク しながら作業をすすめた。 (P17 を参照 ) 

3  利用指導の内容と 系統性 

Ⅲ 「学校図書館の 利用指導」体系 表 について 

・ 目 、 学校から高校までの 指導内容が系統的に 配列されているので 見通しをもった 指導ができ 

る。 高校を終えるまでに ，このような 力を身につけておくと ，これからの 学習あ るいは 研 

究 等を効率的にすすめることができるものと 思われる。 

・図書館のための 利用指導ではなく ，子どもに「生涯にわたる 主体的な自学能力の 育成」を 

めさして作られた 体系 表は ，指導内容の 同じ傾向のものをまとめて 6 つの領域で構成され 

ている， 

イ Ⅰ " 

領 域 名 
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2
 ⑥図書そのものをどのように 扱えばよ い かを知らせる。 Ⅰ 

⑨必要な資料を 早く見つけ出すために ，図書館の資料整理の 

方法を理解し ，検索のための 用具が使えるようにする。   
⑥参考図書の 特性，構成，利用法を 理解し ， 使えるようにする。 4: 参考図書の利用法 

  

5, 図書以外の資料の 利用法⑥資料の 特性や利用法を 知り，実際に 使えるようにする。 

 
 

  6, 調査研究のまとめ かた ⑨調査研究の 目的に応じて 資料を使えるよう fc する。 
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4  教科学習と利用指導の 関係 

Ⅲ 各教科・領域に 関連させることの 意義 

学習は，児童が 新しい未知な 経験や情報に 出会い・そこに 問題意識をもち ，それを解決し 

ようとする意欲を 起こすことかち 始まり， 既 有の情報や先行経験を 生かしながら ，新たな 情 

報や経験を課題解決のねら い にあ れせて組み立てる 作業や行動を 通して，課題を 解決して い 

く過程であ る。 つまり，学習者が 課題解決のために 様々な情報を 集め，それをよりどころに 

考え，操作して 処理し，必要な 知識や技能などのいろいろは 能力を獲得して い く過程が学習 

活動であ る。 ・ 

能率的，効率的に 学習活動が行われるため。 指導の際にはいろいろな 条件に配慮すること 

が 大切であ る。 学習指導要領総則に 示されている 学校図書館に 関係のあ る記述にも， 「視聴 

覚 教材や教育機器などの 教材・教具の 適切な活用を 図るとともに ，学校図書館を 計画的に利 

用し，その機能の 活用に努めること」とあ るが。 このことからも ，教科指導のさいには 散ネ ，ト 

害 だけでなく教科書以外の 教材・教具についても 教科等の指導目標，指導内容，児童の 実態 

に即して有効なものを 精選して利用することが 望まれており ，それに対応して 学校図書館も 

学校の教育活動全般を 資料血から支え・ 資料センタⅠ学習センターとしての 役割が教育課 

程の展開に寄与することを 求められていることがわかる。 

( ウ し @ 教科における 利 T 指導の機会と 留意点 

教科の性格により 学校図書館との 関わり方は一様ではないが ，学校図書館利用指導の 立場 

から教科学習との 関係をみれば ，どの教科においても 次の 2 つのことが考えられる。 

① 各教科の学習をより 効率的にするために ，学校図書館の 場や図書館資料を 利用する場合 

② 教科の学習内容に 読書指導と図書館利用指導を 含んで ぃ 6 場合 

そして。 それは ド 記のことに留意して 行うとより効果的であ る。 

プ玉 ・各教科の学習目標や 内容を的確におさえること。 

・学習活動のどの 段階 ( 導入・展開・ 終末・発展 ) での利用が適切か 考慮すること   

・資料の数・ 理解度により 利用の仕方を 工夫すること。 

・学習内容にふさわし い 資料 ( 図書・ イ ド ・図表・フィルム ) を選定すること。 

・児童の発達段階・ 能力・地域実情にあ った資料を利用すること。 

  多くの児童に 利用させる資料は 複本を用意すること。 

  学習内容や資料の 種類により調べ 方を指導すること。 

・学級で必要な 場合は図書館と 連絡をとり，一定期間，図書をリザーブすること。 

・資料だけによりかかって 満足し ， 考える力を見失うことのないよう @c する。 
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(3) 発達段階にあ った授業の中でのいかし 方 

 
 

年
 

学
 

  

容
 

杓
 
｜
 

噂
 

ビ
 
ょ
Ⅰ
」
 

日
 

  ・教師が物語や 例話を読んであ ける。 

        
⑥ この時期になると 臼発 的な資料活用か 可能になる。 

・学習に関係のあ る図書を自由に 読ませる " 
巾 

・学習に関係のあ る事項をノートにとらせる   

・研究のめやすを つ け，必要な資料を 集めさせる   
，ヰザ 

・参考書をお 互いに知らせ あ ぅ 。 

・図書・その 他によって研究したことを 発衷 させる   
午 

・新聞や雑誌を 利 m する   

ま とめ 方 ・報告のしかたなどについても 考えさせる。     
一 ⑨ 低 ・中学年の基礎の 上・に立ってさらに 発展‥深化させる。 
圧可 

・研究の方向・ 方法・範囲を っ かませる。 

学 ・自由に図書館資料を 利用させる。 

・新聞・雑誌・ 絵 ・写真などを 集めて学習に 役立たせる。 
年 
  ・貸料の利用の 仕方について 自己反省したり 相互批判をさ 仕る。 

@4l 学習過程 fc おける資料のいかし 方 

導入のための 資料 展開のための 資料 まとめのための 資料 

    

・問題発見のため ・印象を強め ，理解を深め ，定着化を ・事実を提示するため 

・学習意欲を 喚起する はかるため ・学習を整理し ， 次時へ 

ため ・実証させるため 発展させるため 

，全体的な見通しを た ・ ・思考力を高めるため 

てるため ・実感的・具体的に 把握させるため 

""@@ ノ " 

、 ち   

 
 

2
 3
 
 
 

 
 

 
 



グ
 
"
 

戸
 
"
 
Ⅰ
 

(5@ 図書館の資料を 使つた調べ学習計 l- 画 ( 案 ) 

くねら ぃノ 

⑨ 調べ学習が本格的にスタートするこの 時期に，児童を 学校図書館の 全分類の図書と 関 

わらせ，いろいろは 種類の図書に 慣れ親しませる。 

⑥ 調べ学習を行 う ことによって ，すべての教科・ 領域の学習が 学校図書館とつながって 

いることがわかり ，図書館が「問題解決の 場」であ ることを気づかせる。 

* 1 年間の調べ学習の 中で。 児 童が 図書の全分類と 全教科・領域に 接することができ 

るように配列した。 

円教科関連単元関連分類   学 習 内 容 

・ゲーム「図書館ラリー」を 通して。 図書の分類と 配架 
4  特 活 図書しらべ 0 ～ 9 

を 知るとともに 図書館の機能を 知る。   
チョウを 育 O 4 ・校内のチョウマップ ，食草マップをつくり ，チョウに 
てよう ついて調べたことを 新聞 @C まとめる。 

5 理科       
・いろいろは 地図について 知り，絵地図の 作り方をしら 

0 ・ 6 
くり べ ，これからの 棟区地図づくりに 生かす。 

・沖縄戦を知ることにより ，平和の大切さと 命の尊さ 

  に 気づき感想を 発表する。 
  

  ・ べ一 ト一ベンについて 知るとともに ，バイオリンの 仲 
                                          メヌエット 2.7 

間の楽器についてしらべる。 
  

8 自 由 
夏休み白山 ・身近な生活の 中で，興味・ 関心をもったこと @c ついて 

0 ～ 9 
研究 

  
しらべる。 ( 公共図書館の 利用も促すⅠ 

  
・作者「宮川ひろ」の 作品を集め，同一作家がかるい る 

沢田さんの 
9 国 語 

ほくろ 
9 な物語を書いていることを 知 とともに，作品に 親しみ 

， 好きな本を紹介する。 
    「体育の日」について 知り，自分の 好きなスポーツに   7 
ついて起源や 競技についてしらべる。 

  

11  算 数 重 さ O * 4 「重さ」の単位や 起源などについてしらべる。 
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意味の     ・国語辞典で。 同音意義語・ 多義語集めをし 意味しらべ 
12  国 語     

いろいろ 
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をする。 」 " ""   
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    ゲ 校の 

2 社 会   

  

  

） 

時
 
o
   

  

 
 

 
 
 
 

オ
 
 
 

  

  

 
 

8
 

5
 

@
 

 
 

 
 
ワ
 
-
 

0
 

  

 
 

7
9
4
 

4
 

0
-
8
 

4
 

 
 

 
 

は
 

 
 

 
 

2
 
 
一
 

5
 

目
 

 
 
 
 曜
 

一
一
 

 
 

・
工
芸
・
 

ん
り
 

ま
っ
 

)
 
ク
イ
ズ
 

 
 

に
兄
 月
る
ぃ
 

0
 と
 
聴
 す
て
 

も
く
 L
 用
し
 

 
 

の
お
 Ⅱ
も
 乙
 

室
て
 

 
 

七
 
里
 し
 

 
 

 
 

中
ル
・
 

一
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 
育
画
 

商
 
体
映
 

 
 
演
劇
 

音
楽
 

 
 

 
 

 
 
6
 
｜
 

）
 

一 34 一 



  

  英語・覚国語     449   635 

9    文 ， 学 3.8  0  2   19,226 
  

J@K    郷土関係 753 
  分類 0 に配本       

  

32 Ⅰ 
  関係分類へ配本 : 

  

RJ      参考書 

  関係分類へ配本   Ⅰ 07 RJK. 参考郷土 

   
 只

り
 

4
 

  

  23,777 
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穏恋百 Ⅰ     7  Ⅰ・ 4  3  5 

        12,133 

(7) 図書館マップ   

く 浦添市立図書館 フ 一 児童重一 

9 。 ま 。 文宇 '"" 。 " 。 文ギ 9 。 。 @ 女手 

く 浦添小学校図書館 ン 

0  3IS& OBW@ 。 拙 " 
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   "" 王       

      荻 棚 ""   
""' ル年 Ⅰ " 笘 。 ' 憶笘全五 Ⅰ 

9 打 憶 コ時 

  弔 べるための右   史 轟 ， 國     
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V  検証授業 

理 科 学 習 指 導 案 

平成 5 年 6 月 24 口 ( 木 ) 3 校 時 

浦添小半 校 3 年 3 組 30 名 

授業者 玉 城 香代子 

""@@ ノ " 

]  単元 名 チョウを そ だてよう 

2  単元設定理由 

(1) 単元について 

本 単元は，チョウの 卵から成虫までの 様子を飼育観察することにより ， ヂ，ウ の育ち方や体の 

づ くり，幼虫 期 と成虫期の食べ 物の違いに気っかぜ ，さらにいろいろな 昆虫や虫の飼育・ 観察 

へ 発展させることをねらいとしている。 

しかし．今回は 単に理科として 扱うだはてなく ，環境数台とも 関連させて「自然の」・くみ」 

を 理解させるため 手だてとして 扱うことになっだ。 教科書てはモ ノ シロチ ，ウを 例としでいる 

か．本校では 校内を始め，浦添城跡や 学校周辺の草原から 多く発生する ツ マクロ ビ， ウモンを 

教材として用 い 学習をすすめて い く。 このチョウは 5H 下句から 6 円い つ は い 制られ・，すみれ 

類を食草とするため ，農家の畑に 入り込むことなく 身近かな所で 卵を採集し成虫まての 過程 

を 観察することか 可能であ る。 またモンシロチョウに 比べ幼虫が強く   成虫への成功率 か 高 い 

ことなどからも 教材として適している。 

さて，環境教育と 関連させて学習をすすめた 場合，児童の 関心は実際に 飼育観察している ツ 

マグロヒョウモン や 校内・学校周辺に 飛び交う チ，ウ ，沖縄の チ 。 ウ だけにとどまみない。 

「もっと何にどんなチョウがいるのかな」 「どんな所に 住んでいるのかな l と興味は広がって 

い く。 このような児童の 関心の高まりを 身近かにあ る図書館に向けていきた い " そして，持っ 

た 疑問を解決するために 図書を利用した「調べ 学習」 へ 発展させた いと 考える。 そこで今回は ， 

） 
新聞づくりを 通しで「課題をつくる 一調べる つ まとめる -. 知らせる」調へ 学習の全行程を 体験 

させることにより ，主体的に学習する ソ J を育てる機会にしたい。 

(2) 児童について 

これまでに児童はバッタ やコ オロギなど草むらの 虫を飼育したことはあ るが，長期にわたっ 

て 卵から成虫までを 記録しながら 飼育観察した 経験は少ない。 また，飼育する 過程で山てくる 

疑問や問題は ， 親や学級担任など 身近かな人に 頼って解決してきており ，本で調べるなど 白 7 Ⅰ 

で解決している 児童はとても 少ない。 これまではなんとなく 図書館に行き ， 好きな読物をたの 

しく読むことで 図書館に親しんできたが ，これからは「日常生活の 中で生じた問題や 疑問を解 

決するための 図書館」をイメージづけて い きた い 。 そして，自力解決のための 調べ学習が スム 
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を 知り，児童は 図書館の機能が 少しづつわかりかけてきた。 さらに，理科の 草花しらべや 沖縄 

のチョウしらべ 図鑑や百科事典の 使い方を学習した。 児童の検索技能はまだ 未熟ではあ るが， 

以前にくらべ 必要な本をはやく 見つけ出すことができるようになった。 そのため問題解決のた 

めの図書利用をおっく う がらないようになった。 また，目的をもって 行くので図書館で 遊んだ   

り， 騒いだりすることがなくなった。 

何にでも興味をもち ，溢れんばかりの ェ ネルギ一で即行動する 3 年生のこの特性を ，あ そび 

だけでなく知的活動にも 生かして い きた いと思、 ぅ 。 

3  単元目標 

⑥ 課題にあ った図書を選び ， 調べたことをまとめ ，みんなに知らせることができる。 

  
ほ ) 校内や沖縄のチョウに 関心をもち，チョウの 名前や食草を 図鑑で調べたり ，スケッチする 

ことができる。 

@2) 校 内のチョウマップや 食草マップづくりを 通して，学校と 浦添城跡は一続きの 自然であ る・ 

ことがわかる。 

(3) ッ マグロヒョウモ ノ の飼育観察を 通して，チョウの 育ち方と食べ 物の変化がわかる。 

4
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  学 習 内 容 ・ 活 動 
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次
 

 
 

Cl;  VTR 「沖縄のチョウ」を 視聴して，沖縄で 見られるいろい 

ろなチョウ @e 関心をもちこれからの 学習の計画を 話し合う。 

② 校内のチョウを 調べ，校内チョウマップを 作る。 

③ チョウマップから 校内にはいろいろなチョウが い ることを知 

りそのわけを 考える。 

の チョウの幼虫と 食草の関係に 気づき，校内の チ，ウ 0 食草を 

調べ食草マップを 作る。 

⑤ 食草マッ・ プ から，学校と 浦添城跡は一続きの 自然であ ること 

に気づき，学校周辺の 自然にも関心をもち ，大切にすることが 

わかる。 

⑥ チョウについて 興味をもったことを 調べる。 ( 本辞 ) 

資 料 

・ VTR 

く 図鑑の検索指導 ノ 

・チョウ図鑑 

・副読本「沖縄のチ 

ョウ 」 

，植物図鑑 

く百科事典の 指導 ノ 

・百科事典 図鑑 
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・図鑑 4 類の本 
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丁 1 , の成虫の体の づ くりを観察し。 砂糖水を与える。 

二 2 : ⑤これまでの 記録をもとに ，チョウの育ち 方と食べ物の 変化 fC 次   ついてまとめる。   
  

          2, ① 毘 虫の体のつくりのきまりを 知り，パッタ や力 マキリの体の・ 百科事典実物 づ くりを調べる。 ・昆虫図鑑 
  
2  ② 昆虫 @c は -- 通りの 台ち 万があ ることを知り ，いの形と食べ 物 ・ 4 類の本 

の 関係についてまとめる。 

  次 第三次の学習は   9 パ の 学習単元「昆虫の 体を」らへよう 

に 発展する， 

  
"" ノ " 

5  本時の指導 緩 - 次 上 ・ 芋コ L 時ノ 

Ⅱ ) 本 時のねらい 

⑥ チコゥ について興味をもったことを 調べる     

① 課題にあ った図書を選ぶことができる ， 

② 図書の巾から 必要な記事を 選び出ずことかできる。 

③ 班での話し合いや ア ドハ イス をもとに，調べたことがみんなにわかるよ う に新聞にまと 

めることができる。 

(2) 展 開 

学習内容・活動 指 導 - ト ． の 留 意 点、 準備・評価 (*)   
い ことを発表する‥ 安目分の課題をもっ   

  のための参考にさせる。 

2  班つくりをする。 ・自分の課題と 類似する人と 班を作る。 

(3 人～ 4 人 ) 

・アトバイスカート 

班 課題を づ くる。 夫班 課題を話し合っ 

  

  て 決めることがで 

  

/
  
 
-
"
 

 
 

8
 
3
  
 



Ⅰ 

グ " 

4
 図書館で必要な 本をさがす。 

・課題設定理由も 明文化する " 

，必要な本が 図書館のどのあ たりにあ る 

のかを予想させて 行かせる， 

( 分類 0 ，分類 4) 

・ 配 架を確認し， 班 員で手分けして 株す。 

きたか， 

* 必要な本をはやく 

探すことができた 

か -- 

がす " 

「 )  集めた本の中から 記事をさ ・関連部分にしおりをはさんでおくと 便 ・しおり 

@  利であ ることを知らせる。 

@
 各 班の課題を発表する。     習
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7  「調べ学習新聞」づくりの・・ 調べたことをわかりやすくみんなに 知 

意義を知る。 せるために作ることを 理解させる。   
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9  新聞を作り始める。 
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(2) 新聞紙面のわり つ けをする。 

( どこになにを 書くが ) 

(3) 記事の分担をする。 

( だれがなにを 書くか ) 

@4l 記事を書く紙を 切り分ける。 
㈲記事を書く。 

・① 文 だけでなく， 絵 ・ ロ ・写真も使う " 

②記事に題名をつける。 ( 見出し ) 

③字をていねいに 書く。 

・「調べ学習新聞」の 作り方 表に チェッ 

クしながら作業を 進めさせる " 

・終始 机間 巡視しながらアドバイスする。 

・課題にそったものであ るかどうか確認 

させる。 

・掲載する記事と 同じ数の面になってい 

るか確認する。 

・話し合って 公平に分担する。 

( 個人の得手，不得手も 考慮する ) 

・記事の内容を 読み取り，わかりやすい 

言葉に言い換えて 書くよ う に心がけさ 

せる。 

  スゲソ チが苦手な子や 写真の欲しい 子 

は コピ 一機を利用させる。 
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・少年少女新聞 

・手順 表 

・アドバイスカード 

ナ課題にあ った記事 

選ぶことができた 

か。 

・台 紙 

・はさみ 

* 記事をわかりやす 

い言葉で書くこと 

ができたか。 

・ コビ 一機 のり 

ク一 ピー 

OHP 

㌔ 



(6) 善いた記事を 新聞の台紙に 

  
貼りつける。 
(7) 現員で各 記 婁を読み合わせ   ，短 い 言葉で記事の 内容を表ずことがで * 記事の内容にあ っ 

記事の題名をきめる。       きるようにする。 ( 見出し ) た 見出しを ".) ける 

ことができたか     

(8) 紙面全体を見直す。 本ム セ チ 女山 写真・ 図等の バランスはどう 夫 見面 - しの後，適切 

か 。 な 修正ができたか         

。 誤字脱字はないか。 

(9) 考察を吉 く， ・調べ学習でわかったこと・ 気がつけた * 考察を書くことが 

こと， ぽ、 ，たこと，もっと 調べ -C みた できたか。 

い ことなどを話し 合 ，て 書く。 

㎜感想、 ( 編集後記 ) を書く。 ・調べ学習，新聞づくりの 活動を通して ，   * 感想を書くことが 

作業・人間関係の 思い出や ェビ ソード   できたか。 

    などを話し合って 書く           

川次晴予告をする。 

  

・次は「調べ 学習発表 会 」をすることを 

知らせる。 

  

(3@ 各班の テーマと調べ 学習に使った 本 
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  住んで い るところ ・世界の チ ウ ・南の島の チ 。 ゥ ・沖縄昆虫図鑑 ・アゲハチ リ 

） 

  
，アゲハチョウ ・生き物の飼い 方 ・高山のチョウのくらし ・ む L 

た ま 
      ョウ の変身   チ チ ョウ 

  

チョウのなかまりちょうちょ ・こんちゅう 図鑑 
    

ガと チョウの違い ・チョウとガ ・こん 虫 1  . こんちゅう 

好 き な みつ ・図鑑「むし」 ・こどもかんさ っ カメラ「ちょうちょ」 

さ な ぎ ・昆虫、   ・沖縄のチ       ・南の島のチョウ 

  

チョウの一生 ・オオムラサキの 四季 ・こん 虫 ・ アケ ハチョウ 

  
    

チョウの食べ 物 ・チョウ ・ちょうちょ ・ とぶ チョウ ・アゲハチョウ 

ム
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3
 検証授業を終えて 

  

  

( Ⅰ ) 授業者の反省 

  めあ ての - つに l- 調べたことをみんな @c わかりやすく 知らせる」としたが。 初めての調べ 学 

習 新聞作りなので「わかりやすく」まで 要求する必要はなかったように は、 う 。 関連記事を選 

ぶのでさえ精一杯なので「調べたことをみんなに 知らせる新聞」でよかったのではないか。 

・あ る班で図書資料を 1 。 2 冊選び，さらにその 中から関連記事を 多く え らんであ ったが資料が 多 

すぎて的を絞ることができず 困っていた。 資料は多すぎても 少なすぎても 困ることを気づか 

せることも必要であ ることがわかった。 

(2@ 感想・意見 

・班に目的意識があ り．子ども達は 班から離れることなく 頑張っており・「主体的に 学習する…」 

の テーマにふさわしい 授業であ った。 一 W.3 人編成は仕事面，人間関係面でも 活動しやすい " 

・しおり活用の 指導はこれからもいろいろな 面で生かされてくるだろう。 

・ コビ 一機を設置したのは 大変有効であ った         コピ一の下絵に 色づけしたものは 子どもも満足 

するでき ば えで意欲の喚起につながった。 

・子どもの作業中に 別間巡視をし ，適切にアドバイスしたことが 後で生きてきた ， 

  「わかりやすい 新聞」の条件については ，子どものレベルにあ った実物の新聞を 提示すると 

理解されやすいのではないか " 

  資料の使 い 方のわからない 子も。 て 能力差を感じた。 

(3) 指導助言 

  これまでのⅡ教師から 学ぶ学習方法」から「自分で 課題をもって 学ぶ方法」に 改善 L@ てぃ -     

たのは大変よい。 

・図書館を実際に 利用しての調べ 学習だったので ，子どもの興味・ 関心が高ま ， ており意欲 臼 /1 

であ った。 

  小学校から，このような 目白ら学ぶ」方法を 発達段階に合わせて 指導する必要があ る。 

・必要な図書を 自分の 力 で選んだのはよかった。 

・ 「新聞づくり」の 学習の中で情報を 収集して い く手だてもよかった ， 

・新しい学力観に 見合った ， 新しい型の授業であ った " 

  3 年生の発達段階からみると ， 「調べるために 図書を見て情報を 得・さらにそ ォ丁 らの 情 辛口 を 

話し合 ，て絞 -, てぃ ; 作業は難しすぎないだち ぅか ・ 

・図書選びから 採用する記事の 決定までの作業は 情報収集学習の 大切な部分なので ， 1 時間 み 

っ ちりとってもよかったのではないか。 

・「 3 年生」はふつ ぅ の新聞は読んでいないので ，説明の一番始めに「少年少女新聞」を 提示 

するとよかった。 

  「わりつけ」作業でもっときめ 細かい手だてが 欲しかった。 

  ・文章を自分なり @c 直すことは程度が 高 い ので，必要な 分を書き写すだけでよい。 

・調べ学習のまとめの 新聞の作り方の 手順をもっと 細かく分化させていくとわかりやすく 時間 

も短縮できたと ぽ、 う 。 

・わり つ け 用 ・紙は子どもでも 字が書きやすいように 原稿用紙や グ   ラフ用紙を利用してもよかっ 

たのではないか。 

・今日の学習は「チョ ゥ 」が主なので チョゥ を室内に飛ばせたり ， チ，ウ のもよ う 入りの洋服 

・プローチ等教師のファッションなどによる 雰囲気作りの 気配りもほしかった。 
  「チョウ・ とガ のちがい」の 班の新聞の記事をもっと 具体的に取り 上げ，児童の 観察眼の鋭さ 

をほめてほしかった。 
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チョウの新聞づくりを 終えて ( 各 班の考察 ) 

ノ "" 

ノ " 

調べたこと わかったこと・ 気がついたこ と も と調べたいこと 

幼 虫 ① ルリタテハの 幼虫はきれいだった。 
② 見たこともないめずらしい 幼虫がいっぱいけた。 

③ 体がにている 幼虫もいるんだなということがわかった。 
の ァゲハ の幼虫はみんな 顔がにています。 

チコウ の 体 ① チ，ウ 0 ガも幼虫の足が 8 本で，成虫の 足は 6 本ということがわかっ 

ナ - Ⅰ O 

② 前足・中足・ 後足の先のつめはぜんぶちがっています。 

③ 幼虫の n は O だけど， 成曲 c なるとストローみたいになります " 
  

住んで ぃ 6W ① 住んで ぃ 8 所がどこなのかよくわかるようになった。 

② 種別によって 住む所もちが ぅ ことがわかった。 

        ③沖縄の小さな 島にもいるいろな チョゥ がすんでいます。   

チコウ のたま こ   ① つぎつぎといろいろなたまごがでてきておもしろい 新聞 fC なった。 

        
チョウのなかま ① チ 。 ゥも 日本人，アメリカ 人みたい @c 仲間が分かれているのでおもし 

  ち いとおもった。 

  ② 同じチョウでも 春にうまれたものと ，夏に生まれたものでは 大きさも 

はねのもようもちがうことがわかった。 

  

80 

  
③ ガ はどうして体がおおきくて ，羽が小さいのだろうとおもった。 

  
④ とても大きな ガ がいてびっくりしまし、 た 。 
  

チョウの好きな みつ ① ぼくたちは，ゴマダラチョウが ナさ やクヌギのしるを 飲むのをはじめ 

て知りました。 また， ホ のしるを すう チョウはきまっていることもしり 
ました。 次はチョウのうんこのしかたを 調べたいです。 

    

チョウのさな さ   ① いろいろな形 ， いろいろは大きさのさなぎがあ った。 色はだいたいき 

みどりや茶色だったけど ，オオゴマダラは 一番大きなさなぎで ，金色で 

特別きれいだった。 

チョウの一生 ① チョウは生まれて 死ぬまでに 4 回も体の形が 変わる。 たまごを産むと 

き ，オスとメスが 体をよせ合うそうです。 さなぎの中でどんなことをし 

ているのか見てみたいです。 

幼虫のたべもの ① キタテハの幼虫は 黄色いと げ で お どかしているんだということがわか 

った。 

② カバマダラの 幼虫は奄美大島にしかいないことがわかった。 
③ せ かいのちょう   ぢよ もしらべてみたいです。 
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V Ⅰ 研究の成果と 今後の課題 

「教科と関連させた 学校図書館の 利用指導を行うことにより ，児童は資料活用能力が 高まり， 

主体的に学習する 力か育っであ ろう。 」という仮説のもとに 研究をすすめてきた。 関連文献をも 

とに理論研究をし・ 授業で検証したが ，その結果，次のような 成果と課題を 得ることができた。 

く 研究の成果 ン 

Ⅲ 図書の分類・ 配 架を知り，月次・ 索引の使い万苦初歩的な 検索技能を身につけることによ 

り必要な本を 早く見つけ出すことかできるようになったので ，本を探すことをおっく う がら 

ず ，また、 「わからないことは 自分で調べてみよう」とする 態度が出てきた     

(2) 調べ学科のすすめ 方かわかった " 

(3) 調べ学習において コビ 一機が有効に 使えることがわか ，た， 

㈲ ， 5 月の調査で大多数の 児童は苦話や 物語を読んで い たが．学習後は 自然科学類の 本を好ん 

で 読むようになった。 接する機会の 量によって読書傾向は 変化することかわか「 た ， 

(5@ 他の班の発表を 聞いたり見たりすることにより ，新しいことがわかり 興味や関心か 広がっ 

ていった。 

(f Ⅱ     半校 図書館たけでなく ，近くの公共図書館にも 関心をもち利用する 児輩も田てきた。 

くこれからの 課題 ノ 

Ⅲ 調へ学習の新聞作りの 丑引 となる VTR を作成し，手順や 様 子 かよくわかるようにする   

㈲ 国語の要旨を っ かむ学習を新聞の 見出し作りにいかして い く。 ， 

囲 図書館司書と 連携を深め，関連図書の 実数を把握し・ 児童の学習活動の 便宜をはか ，てぃ 

< 
囲 今後も調へ学習を 積極的にすすめ ， 「問題解決の 場としての図書館」を   意識つけて い きた 
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